
【グラフ概要】

・年度別月別利用者数推移

→R1(感染症拡大前)を平常値として考え、季節傾向や、感染症拡大後のR2～R4の傾向との比較・分析を意図して作成

【グラフ傾向】

・感染症第一波の学校休校期には利用が大きく減少しており、通学利用が多いことが窺える

・季節傾向として、寒冷期(12月～2月)や夏休み期間(8月）に利用が減少する傾向が窺える

・令和5年度は4月・5月に公共交通無料デーを計6日間実施し、感染症拡大前のＲ1より利用者が増加した。

・令和6年度2月、3月は、全ての土日祝日をTicketQR無料デーの対象としたためか、利用者が例年に比べて増加した。

・令和6年度8月は、例年以上の猛暑の影響か、利用者数の減少が例年以上に大きかった。

資料2-4

全路線月別推移グラフ（R1～R6）
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坂出市内路線合計 月別利用推移 ※年度は事業年度

R1(H30.10-R1.9) R2(R1.10-R2.9) R3(R2.10-R3.9) R4(R3.10-R4.9) R5(R4.10-R5.9) R6(R5.10-R6.9)
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